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令
和
７
年
度
決
算

議
会
が
厳
し
く
チ
ェッ
ク
！

　
第
３
回
定
例
会（
９
月
議
会
）で
は
、
６
人
の
委
員
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
令
和
７
年
度
決
算
に
つ
い
て
９
月
16
日
、
17
日
、
18
日
の
３
日
間
、
書
面
審
査
や
総
括
質
疑

を
行
う
な
ど
集
中
的
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

歳出
202億6,083万円

7年度
会計

議会費 0.5%
1億782万円
議会費 0.5%
1億782万円

総務費 5.9%
11億9,234万円 
総務費 5.9%
11億9,234万円 

民生費 17.1%
34億5,558万円
民生費 17.1%
34億5,558万円

衛生費 12.9%
26億1,195万円
衛生費 12.9%
26億1,195万円

農林水産業費 9.7%
19億6,252万円
農林水産業費 9.7%
19億6,252万円

商工費 5.1%
10億2,384万円
商工費 5.1%
10億2,384万円

消防費 2.5%
5億1,218万円
消防費 2.5%
5億1,218万円

教育費 6.1%
12億3,848万円
教育費 6.1%
12億3,848万円

その他 3.1%
6億1,860万円
その他 3.1%
6億1,860万円

公債費 11.2%
22億7,829万円
公債費 11.2%
22億7,829万円

職員費 10.6%
21億5,140万円
職員費 10.6%
21億5,140万円

土木費 15.3%
31億783万円
土木費 15.3%
31億783万円

〔

〕

　
決
算
審
査
は
次
の
予
算
編
成
に
つ
な

げ
る
た
め
の
大
事
な
審
査
で
あ
り
、
未

来
に
向
け
た
サ
イ
ク
ル
の
一
環
と
い
え

ま
す
。 予

算
か
ら
決
算

そ
し
て
次
の
予
算
へ

歳入
205億302万円

令和
一般

地方交付税 38.8%
79億6,444万円
地方交付税 38.8%
79億6,444万円

国庫支出金 16.5%
33億8,970万円
国庫支出金 16.5%
33億8,970万円

道支出金 7.5%
15億3,772万円
道支出金 7.5%
15億3,772万円

諸収入 4.5%
9億1,895万円
諸収入 4.5%
9億1,895万円

市債 8.0%
16億3,240万円
市債 8.0%
16億3,240万円

その他 13.4%
27億5,105万円
その他 13.4%
27億5,105万円

市税 11.3％
23億876万円
市税 11.3％
23億876万円

令和７年度各会計別決算　
会計区分 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 205億302万円
25億3,016万円
26億3,701万円
4億7,874万円
56億4,591万円
6億4,181万円
16億1,043万円
52億3,835万円
74億9,059万円
336億3,952万円

202億6,083万円
24億7,603万円
26億2,269万円
4億7,790万円
55億7,662万円
7億374万円

19億6,037万円
59億3,876万円
86億287万円

344億4,032万円

介護保険
国民健康保険
後期高齢者医療
　小　計
水道事業
下水道事業
病院事業
　小　計
合　　　計

特
別
会
計

企
業
会
計

令和７年度決算と９月議会の流れ
令和７年度事業終了3月31日

４月

５月

６月

７月

８月

9月８日

9月９日

9月10日

9月11日

9月16日

9月17日

9月18日

9月28日

10月20日

９月定例会９月定例会

⬇

⬇

３月31日で会計年度は終わ
りますが、光熱費などは４
月１日以降に請求されるた
め、前年度の支払等の整理
期間となります。

出
納
整
理
期
間

決算書作成開始
　決算書や附属書類などを作成

監査委員による決算監査

監査委員が決算書や附属資料をも
とに審査し、意見書を作成

本会議①　一般質問
・議案や令和７年度決算認定に関
　する提案説明
・決算審査特別委員会の設置と、
　決算認定議案の付託
決算審査特別委員会①

本会議②　一般質問
決算審査特別委員会②

本会議③　一般質問

常任委員会

決算審査特別委員会③
書面審査

決算審査特別委員会④
書面審査

決算審査特別委員会⑤
書面審査・総括質疑

本会議④　決算認定の採決
広報編集委員会①

広報編集委員会②
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助
成
基
準
と
内
訳
に
つ
い
て
伺
う
。

　
学
校
統
合
に
よ
り
閉
校
と
な
っ
た
学
校

区
の
児
童
生
徒
や
通
学
距
離
が
一
定
基
準

を
超
え
る
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
通
学
費

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
音
江
小
学
校
へ

通
学
す
る
旧
向
陽
小
学
校
区
の
児
童
17
人

に
約
１
３
６
万
円
、
一
已
中
学
校
へ
通
学

す
る
北
新
地
区
の
生
徒
11
人
に
約
50
万
円
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
通
室
生
徒
に
約
10
万

円
を
助
成
し
ま
し
た
。

決算審査特別委員会総括質疑決算審査特別委員会総括質疑

質疑の中から一部を紹介します。質疑の中から一部を紹介します。

山本副委員長

総
合
運
動
公
園
体
育
施
設
維
持
管
理

　
令
和
６
年
度
か
ら
決
算
額
が
大
幅
に
増

加
し
た
理
由
を
伺
う
。

　
令
和
７
年
度
決
算
額
は
約
１
億
７
５
３

７
万
円
で
、
６
年
度
と
比
較
し
て
約
７
０

０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
主
な
理
由
は

陸
上
競
技
場
の
第
３
種
公
認
検
定
に
必
要

な
改
修
工
事
費
と

し
て
約
６
７
４
５

万
円
を
支
出
し
た

ほ
か
、
公
認
検
定

基
準
を
満
た
す
た

め
の
備
品
購
入
費

が
６
０
５
万
円
増

加
し
た
た
め
で
す
。

有
害
鳥
獣
駆
除

　
事
業
実
績
と
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
処
理
施
設
の
運
営
、

被
害
防
止
対
策
等
の
支
援
を
実
施
し
て
お

り
、
令
和
７
年
度
は
総
額
約
３
２
４
３
万

円
を
支
出
し
ま
し
た
。
有
害
鳥
獣
処
理
施

設
で
の
処
理
頭
数
は
過
去
最
高
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
も
有
害
鳥
獣
の
生
息
数
や
捕

獲
頭
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
引

き
続
き
被
害
防
止
と
迅
速
な
対
応
に
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

鶴 岡 委 員

移
住
・
定
住
推
進

　
移
住
体
験
住
宅
の
利
用
状
況
、
移
住
実

績
、
移
住
者
へ
の
助
成
実
績
を
伺
う
。

　
移
住
体
験
住
宅
は
４
戸
設
置
し
て
お
り
、

令
和
７
年
度
は
21
組
43
人
が
利
用
し
、
移

住
実
績
は
19
件
42
人
で
し
た
。
ま
た
、
移

住
者
支
援
と
し
て
、
住
宅
の
新
築
・
購
入

者
に
対
す
る
商
品

券
贈
呈
は
８
件
12

万
円
、
北
海
道
外

か
ら
の
移
住
者
に

対
す
る
引
っ
越
し

費
用
助
成
金
は
12

件
68
万
円
を
交
付

し
ま
し
た
。

遠
距
離
通
学
費
助
成

有 働 委 員

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

等
の
一
体
的
な
実
施

　
事
業
内
容
と
実
績
を
伺
う
。

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
に
よ
る
家
庭
訪

問
の
実
施
や
、
通
い
の
場
に
お
け
る
健
康

講
話
や
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
24
か
所
の

通
い
の
場
で
３
１

３
人
を
対
象
に
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
、
身
体

的
フ
レ
イ
ル
に
該

当
し
た
37
人
に
対

し
、
訪
問
に
よ
る

支
援
等
を
行
い
ま

し
た
。

分
流
式
下
水
道
等
経
費

　
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
汚
水
と
雨
水
を
別
々
に
排
除
す
る
分
流

式
下
水
道
を
採
用
し
て
お
り
、
使
用
料
収

入
の
み
で
は
賄
え
な
い
資
本
費
の
一
部
を

総
務
省
の
繰
出
基
準
に
基
づ
き
、
一
般
会

計
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は

減
価
償
却
費
や
企
業
債
償
還
利
息
、
使
用

料
収
入
を
基
に
算
定
し
、
約
１
億
３
９
４

３
万
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ま
し

た
。

北 村 委 員

公
共
交
通
確
保
対
策
（
鉄
道
）

　
増
額
の
主
な
理
由
を
伺
う
。

　
令
和
８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
運
行
を

終
了
し
た
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
の
ラ
ス
ト
イ
ヤ

ー
関
連
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
が
主
な
理

由
で
す
。
経
費
の
内
訳
と
し
て
は
、
臨
時

列
車
の
運
行
や
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
、
関
連
グ

ッ
ズ
作
成
経
費
と

し
て
約
１
２
１
万

円
、
深
川
駅
及
び

北
一
已
駅
で
開
催

し
た
ラ
ス
ト
ラ
ン

見
送
り
セ
レ
モ
ニ

ー
経
費
と
し
て
約

91
万
円
を
支
出
し

て
い
ま
す
。

農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
交
付
金

　
本
事
業
の
令
和
７
年
度
の
事
業
内
容
と
、

過
去
３
か
年
の
実
績
件
数
を
伺
う
。

　
地
域
計
画
に
基
づ
き
農
業
機
械
等
の
導

入
経
費
を
国
が
支
援
す
る
事
業
で
あ
り
、

令
和
７
年
度
は
導
入
経
費
の
10
分
の
３
以

内
、
１
件
当
た
り
６
０
０
万
円
を
上
限
と

し
、
田
植
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
６
件
、

総
額
約
２
３
５
９
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
13
件
、
５
年
度
は
１
件
、

６
年
度
は
２
件
に
助
成
し
ま
し
た
。

田 畑 委 員

福
祉
除
雪
サ
ー
ビ
ス
助
成
事
業

　
制
度
改
正
の
内
容
と
令
和
７
年
度
の
給

付
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
門
口
等
除
雪
は
、

従
来
の
全
額
助
成
か
ら
対
象
経
費
の
３
分

の
２
以
内
の
助
成
、
上
限
額
を
７
万
円
に

変
更
し
、
家
周
り
等
除
雪
は
、
新
た
に
上

限
額
５
万
円
を
設

け
ま
し
た
。
給
付

実
績
は
、
門
口
等

除
雪
が
65
件
、
家

周
り
等
除
雪
が
26

件
、
合
計
91
件
、

約
３
６
５
万
円
を

助
成
し
ま
し
た
。

保
育
園
留
学

　
事
業
実
績
を
伺
う
。

　
本
事
業
は
、
多
度
志
地
区
に
お
い
て
市

営
住
宅
を
活
用
し
た
体
験
住
宅
３
戸
を
整

備
し
、
留
学
先
と
な
る
保
育
事
業
者
と
連

携
し
、
令
和
７
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
令
和
７
年
度
は
３
世
帯
の
利
用

が
あ
り
、
留
学
家
庭
か
ら
は
、
子
供
の
留

学
体
験
や
受
入
れ
体
制
に
つ
い
て
好
評
を

得
て
お
り
、
引
き
続
き
事
業
周
知
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。


